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研
究
所
内
に
は
顧
客
と
一

緒
に
開
発
や
試
作
の
検
討
を

行
う
「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」
や

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
に
も
開
放

で
き
る
「
官
能
評
価
室
」
な

ど
を
設
け
た
。
今
後
は
、
基

幹
事
業
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
の
技

術
力
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

自
社
で
製
造
し
て
い
る
「
コ

ラ
ー
ゲ
ン
」
の
研
究
開
発
を

は
じ
め
化
粧
品
の
素
材
開

発
・
技
術
開
発
を
推
進
し
て

Ｏ
Ｄ
Ｍ
基
盤
の
構
築
を
図
る
。

　

同
社
は
、
２
０
０
３
年
に

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
の
グ
ル

ー
プ
傘
下
と
な
り
、
エ
ア
ゾ

ー
ル
業
界
で
売
上
３
位
に
位

置
す
る
。
２
０
１
９
年
３
月

期
売
上
高
は
２
１
１
億
円

（
化
粧
品
を
含
む
）だ
っ
た
。

　

２
０
１
６
年
か
ら
は
化
粧

　

会
見
は
当
初
、
新
研
究
所

に
て
見
学
会
を
兼
ね
て
予
定

し
て
い
た
が
、
新
型
肺
炎
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
配
慮
し

て
見
学
会
を
取
り
や
め
、
都

内
の
本
社
に
場
所
を
変
更
し

て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
見
の
席
で
、
尾
上
英
俊

社
長
は
「
新
研
究
所
は
、
当

社
が
掲
げ
る
『
モ
ノ
づ
く
り

か
ら
価
値
づ
く
り
』
の
核
に

な
る
た
め
、
開
所
会
見
は
必

ず
開
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
た
。
事
業
環
境
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
研
究

所
で
『
高
付
加
価
値
』
を
テ

ー
マ
に
化
粧
品
の
研
究
・
技

術
開
発
を
磨
い
て
い
く
こ
と

が
成
長
に
つ
な
が
る
と
信

じ
、
そ
れ
を
実
現
す
る
と
い

う
気
持
ち
を
強
く
も
っ
て
取

り
組
ん
で
い
く
」
と
語
り
、

20
年
３
月
期
の
状
況
を
語
っ

た
。

　

「
18
年
11
月
に
化
粧
品
の

製
造
を
主
と
す
る
茨
城
第
二

工
場
が
完
成
し
、
さ
あ
こ
れ

か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
19

年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
中
国

Ｅ
Ｃ
法
や
米
中
の
貿
易
摩
擦

の
影
響
で
、
業
界
の
風
向
き

は
変
わ
っ
て
き
て
し
ま
っ

　

研
究
開
発
本
部
長
の
鈴
木

昇
執
行
役
員
は
、
２
０
１
７

年
か
ら
新
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と

を
明
か
し
、「
価
値
づ
く
り

研
究
所
」
で
は
「
新
し
い
領

域
へ
の
挑
戦
」「
マ
ー
ケ
ッ

ト
ニ
ー
ズ
の
創
出
」「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
へ
の
貢
献
」
の
３
つ
の

テ
ー
マ
を
掲
げ
て
ス
タ
ー
ト

す
る
と
語
っ
た
。

　

研
究
開
発
本
部
は
、
２
０

１
７
年
に「
化
粧
品
開
発
部
」

を
新
設
し
、
高
付
加
価
値
化

粧
品
の
開
発
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。
今
年
２
月
に
は
新
た
に

「
生
活
科
学
戦
略
室
」
を
設

置
し
た
。

　

「
生
活
科
学
戦
略
室
で

は
、
生
活
者
の
実
態
を
科
学

の
眼
で
観
察
し
て
調
査
を
進

め
る
。
そ
れ
ら
を
製
品
開
発

に
応
用
し
、
ス
キ
ン
ケ
ア
研

究
を
深
化
さ
せ
な
が
ら
ヘ
ア

ケ
ア
や
ホ
ー
ム
ケ
ア
ま
で
開

発
品
目
の
領
域
を
広
げ
て
い

く
」（
鈴
木
執
行
役
員
）

　

「
新
し
い
領
域
へ
の
挑

戦
」
で
は
、「
高
付
加
価
値
」

を
テ
ー
マ
に
素
材
開
発
や
機

能
評
価
な
ど
の
技
術
開
発
を

進
め
る
。
素
材
開
発
で
は
、

自
社
で
製
造
し
て
い
る
魚
由

来
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
研
究
を
中

心
に
進
め
る
。
分
子
量
の
異

な
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
研
究
を
進

め
、
肌
へ
の
有
効
性
を
見
出

す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
製
造
施
設

は
、
現
在
の
北
海
道
か
ら
茨

城
工
場
敷
地
内
の
旧
・
研
究

施
設
に
移
管
し
て
研
究
所
の

生
産
性
を
上
げ
る
。

　

コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
生
活
者
の

認
知
度
・
人
気
と
も
に
高
い

美
容
成
分
の
一
つ
で
、
様
々

な
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド
が

採
用
し
て
い
る
。

　

同
社
で
は
、
分
子
量
の
異

な
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
研
究
を

テ
ー
マ
の
１
つ
に
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
お
り
、「
自
社
で

コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
製
造
施
設
が

あ
る
こ
と
は
強
み
と
し
て
い

き
た
い
」
と
語
る
。
コ
ラ
ー

た
。
さ
ら
に
こ
こ
に
き
て
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

で
あ
る
。
20
年
３
月
期
業
績

は
、
上
期
が
何
と
か
横
ば
い

で
推
移
し
た
が
、
下
期
は
前

年
を
下
回
り
、
通
期
で
は
前

年
比
３
％
減
で
の
推
移
を
見

込
ん
で
い
る
。そ
の
一
方
で
、

化
粧
品
の
製
造
受
託
部
門
の

年
間
製
造
本
数
は
前
年
比
60

％
増
で
推
移
し
た
。
こ
の
数

字
は
新
工
場
を
稼
働
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
だ
。
先
行
き

の
不
透
明
感
は
一
気
に
強
ま

っ
て
い
る
が
、
同
時
に
、
こ

う
し
た
状
況
だ
か
ら
こ
そ

　

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
ゾ
ル
は
、
茨
城
工
場
の
敷
地
内
に
建
設
を
進
め
て

き
た
新
研
究
所
「
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ

ｒ
ｙ
（
価
値
づ
く
り
研
究
所
）」
を
３
月
10
日
に
開
所
し
た
。
新
研
究
所
の

投
資
額
は
約
８
億
円
。
延
床
面
積
２
６
３
０
㎡
・
地
上
３
階
建
て（
鉄
骨
造
）

で
既
存
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
研
究
施
設
の
約
４
倍
の
規
模
と
な
る
。

コ
ラ
ー
ゲ
ン
研
究
を
さ
ら
に
深
化
、

「
生
活
科
学
戦
略
室
」も
新
設

尾 上 社 長

品
製
造
受
託
（
Ｏ
Ｅ

Ｍ
）
の
ド
メ
イ
ン
を

拡
張
し
、
化
粧
品
業

界
に
参
入
し
た
。
18

年
11
月
に
は
化
粧
品

を
主
と
す
る
茨
城
第

二
工
場
を
新
設
し
、

化
粧
品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
事
業

を
新
た
な
成
長
の
柱

に
位
置
づ
け
て
い

る
。
参
入
後
は
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
や
ア
ウ
ト
バ
ウ

ン
ド
の
需
要
拡
大
と
い
っ
た

市
場
環
境
も
後
押
し
し
、
化

粧
品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
部
門
は
好
調
に

推
移
し
て
い
る
。

　

特
に
Ｕ
Ｖ
カ
ッ
ト
ス
プ
レ

『
価
値
づ
く
り
』
の
ベ
ー
ス

と
な
る
研
究
所
の
存
在
が
大

き
く
な
る
と
の
気
持
ち
を
強

く
し
て
い
る
」

　

茨
城
第
二
工
場
は
、
危
険

物
扱
い
の
化
粧
品
、
非
危
険

物
の
一
般
化
粧
品
、
エ
ア
ゾ

ー
ル
製
品
を
１
工
場
内
で
製

造
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
産

ラ
イ
ン
で
、
昨
年
末
に
は
一

般
化
粧
品
の
生
産
ラ
イ
ン
を

追
加
し
て
生
産
能
力
を
高
め

た
。

　

今
後
は
、
新
研
究
所
と
工

場
の
特
徴
を
活
か
し
、
高
付

加
価
値
な
化
粧
品
の
開
発
を

進
め
、
Ｏ
Ｄ
Ｍ
基
盤
を
構
築

し
て
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

尾
上
社
長
は
「
25
年
度
ま

で
に
化
粧
品
Ｏ
Ｅ
Ｍ
の
売
上

を
80
～
１
０
０
億
円
規
模
に

拡
大
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　

新
研
究
所
「
価
値
づ
く
り

研
究
所
」
は
、
１
階
と
２
階

に
研
究
員
同
士
が
交
流
で
き

る
大
部
屋
式
（
約
20
名
）
の

実
験
室
・
居
室
を
設
け
た
。

　

１
階
は
、「
オ
ー
プ
ン
ラ

ボ
」
の
ほ
か
、
国
内
の
各
拠

点
や
海
外
と
の
対
話
が
可
能

な
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
」、「
保
存
安
定
性
試

験
室
（
恒
温
室
２
部
屋
、
恒

温
槽
室
）」
な
ど
を
配
置
。

２
階
に
は
、
顧
客
の
モ
ニ
タ

ー
試
験
に
も
開
放
す
る
「
官

能
評
価
室
」
に
加
え
、
気
温

や
湿
度
な
ど
の
環
境
変
化
に

対
応
す
る
「
機
能
評
価
室
」

「
乳
化
実
験
室
」「
微
生
物
試

験
室
」「
細
胞
試
験
室
」「
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ル
ー
ム
（
図
書

室
）」
を
完
備
す
る
。

　

３
階
に
設
け
た
「
ｆ
ｕ
ｔ

ｕ
ｒ
ｅ 

ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
」は
、

研
究
員
の
増
員
計
画
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
実
験
室
」
と
し

て
使
用
可
能
な
設
備
を
整
え

て
い
る
。

ゲ
ン
以
外
の
化
粧
品
原
料
の

研
究
も
進
め
る
計
画
で
「
原

料
メ
ー
カ
ー
や
大
学
と
の
共

同
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
い
う
。

　

「
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
の

創
出
」
に
向
け
て
は
、
15
年

に
独
自
に
研
修
シ
ス
テ
ム

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
研

究
員
の
育
成
強
化
を
進
め
て

い
る
。

　

研
究
員
は
現
在
35
名
で
、

そ
の
う
ち
16
名
が
２
０
１
０

年
以
降
に
入
社
し
た
若
手

だ
。
尾
上
社
長
は
「
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
思
考
に
よ
る
『
お

客
様
視
点
』
の
価
値
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
入
社
半

年
後
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
思
考
は
、
研
究
開

鈴木執行役員

発
だ
け
で
な
く
、
他
部
署
で

も
発
揮
で
き
る
能
力
で
あ

り
、
将
来
的
に
は
他
部
署
で

も
力
を
発
揮
で
き
る
人
材
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
語

っ
た
。

　

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
の
貢
献
」

で
は
、
基
幹
事
業
で
あ
る
エ

ア
ゾ
ー
ル
技
術
の
深
化
と
と

も
に
、
輸
出
入
に
関
わ
る
各

国
法
規
制
へ
の
対
応
を
進
め

る
。

　

尾
上
社
長
は
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
に
向
け
て
は
、
エ

コ
サ
ー
ト
認
証
や
ハ
ラ
ー
ル

認
証
の
取
得
も
視
野
に
入
れ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、

ま
ず
は
化
粧
品
Ｇ
Ｍ
Ｐ
基
準

で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
７
１
６

の
早
期
取
得
を
目
指
す
」
と

語
っ
た
。

ー
は
18
年
に
顧
客
の
海
外
輸

出
が
拡
大
し
、
エ
ア
ゾ
ー
ル

タ
イ
プ
を
含
む
化
粧
品
Ｏ
Ｅ

Ｍ
の
売
上
高
は
約
50
億
円

で
、
全
体
の
25
％
を
占
め
る

ま
で
に
成
長
し
て
い
る
。

エア・ウォーター・ゾル
新
研
究
所
の
完
成
で
化
粧
品
開
発
を
強
化

「
高
付
加
価
値
」を
テ
ー
マ
に
Ｏ
Ｄ
Ｍ
の
基
盤
構
築
へ

新
研
究
所 

オ
ー
プ
ン
ラ
ボ

新
研
究
所 

官
能
評
価
室

尾上社長
新
研
究
所
を

「
価
値
づ
く
り
」の
ベ
ー
ス
に


